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１。はじめに
１９４５年以来大気圏内核実験によって大気中１４Ｃ濃度は著しく上昇したが［３］、部

分的核実験停止条約が発効した１９６３年以後、１４Ｃ濃度は徐々に減少してきているに、
３、５、６、１１、１２、１４］。人体諸組織中の１４Ｃ濃度は１９６６～１９６７年に最高値に
達した［６１．光合成により直接９Ｃを吸収した植物中の１４Ｃは多様な食物連鎖を介し
て人体に取り込まれる。
動 物 実 験 に 基 づ い て 、 人 間 の 歯 の コ ラ ー ゲ ン は 歯 根 完 成 後 は 代 謝 し な い も の と 考 え

ら れて い る ［ ４ ］ が 、 人 間 に つ いて は 確 認 さ れて い な い 。 代 謝 し な い と い う こ と は 、 人
の 歯 の コ ラ ー ゲ ン は コ ラ ー ゲ ン が 代 謝 を 停 止 す る ま で の 血 液 中 の １ ４ Ｃ 濃 度 を 反 映 し た
１ ４ Ｃ 濃 度 を 保 ち 統 け る と い う こ と を 意 味 す る 。 つ ま り 、 年 齢 の 異 な る 人 の 歯 の コ ラ ー

ゲン中の１４Ｃ濃度の分布は、軟組織中の１４Ｃ濃度変動にみられるものと類似したパタ
ン を 示 す も の と 予 想 さ れ る 。 我 々 は 前 報 で 歯 の １ ４ Ｃ 濃 度 は １ ９ ６ ７ - １ ９ ６ ８ 年 明 瞭
な ピー ク を 形 成 す る こ と を 示 し た ［ ９ １ ． 本 報 告 で は ヒ ト 歯 牙 コ ラ ー ゲ ン 中 １ ４ Ｃ 浪 度
変 動 と 大 気 圏 内 核 実 験 と の 相 関 関 係 を 経 年 的 に 詳 細 に 分 析 し た 。

２。材料及び左法
２-１撞料
１９８７年７月から１９９１年２月にかけて愛知県内の歯科医院の協力により、愛知県在住者

２９７名から治療のために抜歯した２９８個の歯を収集した。誕生年は１９０５（明治３８）から１９
８１（昭和５６）年までの間にあった。このうち６１個を実験に用いた。歯の重量は４１０-
２ ３ ０ ０ ｍｇであった。乳歯は１本のみで他は永久歯であった。
２ - ２ ‾ ・ ̈
歯 は 固 着 し て い る 軟 組 織 等 を 除 去 、 超 音 波 洗 浄 を 行 な っ た 。 乾 燥 し た 歯 を 塩 酸 で 脱

灰 し コ ラ ー ゲ ン を 抽 出 し た 。 脱 灰 後 ア マル ガ ム 等 の 人 工 的 異 物 や う 蝕 部 分 は 除 去 し た 。
コラーゲンは約５０ °Ｃで充分乾燥させた後、真空中で２～４時間約４００ °Ｃに加熱し炭化した。
炭 素 と 銀 を 重 量 比 １ ： ９ で 混 合 し た も の を 、 プ レス し 分 析 用 タ ー ゲ ッ ト を 作 製 し た 。 卜 Ｃ
濃 度 は タ ン デ ト ロ ン 天 然 放 射 能 測 定 装 置 （ Ａ Ｍ Ｓ ） ［ ７ ］ を 用 いて 測 定 し た 。
試 料 及 び 標 準 物 質 の １ ４ Ｃ 原 子 数 は Ａ Ｍ Ｓ を 用 いて １ ５ ０ - ２ ０ ０ 分 間 計 測 さ れ た 。
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９Ｃの濃度は標準偏差１．

に 対 して 同 位 体 効 果 ［ ２ ］
た。
２-３ＪＬ根．ｊｉＬ成注-

３ - １ ． ６ ％ で 測 定 さ れ た 。 測 定 さ れ た り Ｃ 濃 度 、 Ｓ １ ４ Ｃ

を 補 正 す る こ と に よ っ て △ １ ４ Ｃ 濃 度 を 千 分 率 ％ ・ で 表 わ し

歯 は そ の 位 置 に よ っ て 歯 が ロ の 中 に 出 て く る 萌 出 の 年 齢 、 あ る い は 口 腔 内 の 歯 の 表
面 で あ る 歯 冠 や 顎 に 埋 ま っ て い て 歯 の 支 え に な る 歯 根 が 完 成 す る 年 齢 は 決 ま っ て い る
［９ｊ。第三大臼歯の歯根完成は１８歳頃から２５歳頃までと期間が長く個人差が大きいが、
他の歯の歯根完成年齢は第一大臼歯は１０～１１歳、第二大臼歯は１４～１６歳というように
位 置 に よ り 定 ま っ て いて、 そ れ ぞ れ １ ～ ２ 年 以 内 で 一 致 して お り 個 人 差 が ほ と ん ど な い
は Ｏ 、 １ ３ １ ． 表 １ は 各 歯 の 歯 根 完 成 年 令 と そ の 中 央 値 を 示 し て い る 。 便 宜 上 コ ラ ー
ゲ ン の 形 成 は 歯 根 完 成 年 の 中 央 値 の 年 齢 で 完 成 す る も の と し た 。

表１各歯の歯根完成年令と中央値
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３。結果及び考察
図 １ は 歯 根 完 成 年 と 乙 １ ４ Ｃ 濃 度 と の 関 係 を 示 して い る 。 誕 生 年 に 表 １ の 歯 根 完 成 年

令 の 中 央 値 を 加 え た 年 を 歯 根 完 成 年 と し た 。 濃 度 は １ ９ ５ １ 年 よ り 増 加 し 始 め 、 １ ９
６ ６ 頃 及 び １ ９ ７ ７ 年 頃 に ピー ク に 達 し た 後 直 線 的 に 減 少 し た 。 曲 線 は デ ー タ 点 の 上
限 値 の 輪 郭 を 描 く 様 に し て 描 い て あ る 。 濃 度 は 二 つ の ピー ク よ り 成 る が 、 曲 線 の 下 部
で は 大 き く バ ラ つ い て い る 。 歯 根 完 成 年 令 は 表 一 に 示 すよ う に 歯 の 位 置 に よ り ９ ． ５
年 か ら ２ １ ． ５ 年 と 大 き な 差 が あ る 。 こ の 歯 根 完 成 年 令 の 差 が 分 布 を 分 散 さ せ て い る
ことがかんがえられた。
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そ こ で 第 三 大 臼 歯 と そ の 他 の 歯 を 分 離 し て デ ー タ を 詳 細 に 解 析 し た 。 図 ２ は ２ ９ 個
の 第 三 大 臼 歯 の 分 布 で あ る 。 １ ９ ６ ６ 年 及 び １ ９ ７ ７ 年 頃 に ２ つ の ピー ク が 図 １ よ り
も 明 瞭 に 観 察 さ れ た 。 第 １ の ピー ク は 第 ２ の ピー ク よ り 低 か っ た 。
図 ３ は そ の 他 の 歯 の 分 布 で あ る 。 １ ９ ６ １ 年 頃 と １ ９ ６ ７ 年 頃 に 第 三 大 臼 歯 の 分 布

と 比 較 し て よ り 明 瞭 な ピー ク が 観 察 さ れ た 。 第 三 大 臼 歯 及 び そ の 他 の 歯 と も に 二 つ の
ピー ク が 観 察 さ れ た 。 こ れ ら 二 つ の ピー ク は １ ９ ５ ８ 年 と １ ９ ６ ２ 年 の 核 実 験 回 数 の
二 つ の ピー ク に 対 応 し て い る も の と 推 測 さ れ た 。 核 実 験 の ピー ク 年 の ３ - ４ 年 後 に そ
の 他 の 歯 の 濃 度 は ピー ク に 達 し た 。 第 三 大 臼 歯 の 歯 根 完 成 年 令 は １ ８ - ２ ５ 才 と 長 期
間 を 要 す る の で ［ ４ ］ 第 三 大 臼 歯 の ピー ク 年 は そ の 他 の 歯 よ り も 更 に 遅 く 現 れ た も の
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と考えられる。
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図 ３ ． そ の 他 の 歯 の １ ４ Ｃ 濃 度 と 歯 根 完 成 年 と の 関 係
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軟 組 織 、 血 液 、 肺 、 毛 髪 、 そ の 他 の 濃 度 は １ ９ ６ ０ 年 頃 及 び １ ９ ６ ６ - １ ９ ６ ７ 年
に ピー ク に 達 し た が 、 第 １ の ピー ク は 第 ２ の ピー ク と 比 較 し て 低 く し か も あ ま り 明 瞭
で な い ［ ６ ］ 。 こ れ に 対 し て 歯 の 場 合 は 明 瞭 な 二 つ の ピー ク が 観 察 さ れ た 。 こ の 差 は
歯 の 場 合 成 長 期 間 に 蓄 積 さ れ た 卜 Ｃ は 代 謝 さ れ な い こ と に よ っ て 説 明 さ れ る 。 以 上 よ
り 人 の 歯 の コ ラ ー ゲ ン 中 の １ ４ Ｃ の 濃 度 分 布 は 核 実 験 の 回 数 の 二 回 の ピー ク に 対 応 す る
明 瞭 な 二 つ の ピー ク を 形 成 す る と 結 論 さ れ る 。
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